



































































































































































教 師 ：じゃあ， 真剣に。
くもう一度，やり直す＞
しゅう：お客さんの迷惑なので静かにしてください。
囀云手さんがマイクで話していることの発表が続い
たので，運転手さんはどのようにマイクで話している
のかを劇化することにしt:.aみんなの前で運転手役を
するしゅうは，少し照れ気味で，笑いながら運転する
様子を見せた。それを見ていた子どもたちは，「運転手
さんが笑ってどうすんのよ」「笑ったらあかんやろう」
と言っナこ動作に表すことで，逓転手さんが，笑わず
真剣に運転していることにも目を向けることができた
場面であった。
こ こ：＜絵を前に映す。＞
わたしは，運転手さんがアナウンスで色々言
ってくれているのに運転手さんがまた同じ
ことを言ってくれているのを見つけました3
教師：わかった？
(C : うん）
教師：どんな言葉言ってくれていた？
こ こ ：00してくださいねとか。
教師：アナウンスでも言ってくれていたね3
こ こ：だから，わたしは運転手さんが運転しながら
やるので大変だなあと思いました3
教師：運転手さんはちゃんと逓転もしながら，わざ
わざ言ってくれているんや。こんな仕事をし
てくれていたんやね他には？
ふ ゆ：県庁前から県庁前に行ったことありましたよ
ね。
(C : どういう意味ですか？）
一周ぐるっと周ってきたときです。
(C : あ～。）
あの時に， 0先生が乗っていて席が満員だっ
たので，運転手さんが「よかったら席を譲っ
あげてください」と子どもに言っていました。
(C : 同じです。）
それを劇にしたい。
＜劇化する＞
ふ ゆ：よかったら席を譲ってあげてください。
教師：そんなに後ろ見て言ってくれていたん？
(C : ミラー見て言っていた）
り か：ふゆくんに似ていて，なんか「座らせてあげ
てください」つて言う時に，運転手さんの前
にあるかがみで見て言っていたと思います。
うつしていい？（写真を前に映す）ちょっと
見えにくいと思うけど，ここにある鏡で運転
手さんが見て，「座らせてあげてください」つ
て言ったんだと思います。
ふゆは，気分にムラがあり，素直に学習に取り組む
ことができないこともある。ふゆは，発表の準備の段
階でマイクやエンジンギアを作ることには意欲的であ
った。そんなふゆを全体の中で生かしたいと考えてい
たので，ふゆが劇にしたいと言ったので，劇化するこ
とにしt~
（図 3 作ったマイクや帽子を使って劇化する）
（図4 写真を使って具体的に説明する）
4. 単元の考察
子どもたちの 「調べてみたい」という思いからWバ
スに関わりをもったことで，バスの中の様子を調べる
活動を，子どもたちは主体的にスタートさせることが
できた。 また，子どもたちの中から出てきたハテナを
大事にし， 2回目のバスたんけん， 3度目は営業所に
質問に行ったことで，子どもたちの調べる楽しさは増
していったと考える。ハテナの答えが見つけられたと
きは，得意そうに発表したり，教え合ったりしている
姿が見られ，自分たちで調べたいと思うことを見つけ，
それに向かって追究する活動の楽しさを味わうことが
できたように思う。
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授業記録からも，見つけたことを劇化にし伝えるこ
とは，周りの子どもたちが興味をもって友達の発表を
聞くことができたり，子どもたちが気付きを深めたり
するのに効果的であったと考えられる。しゅうが，は
じめは照れながら運転手役をしようとした時見てい
る子どもたちが， 「運転手さん笑ってどうするんのよ」
「笑ったらあかんやろう」と言っている。教師も，「笑
いながら運転してたん？」と子どもたちに問い返すと，
子どもたちから， 「ちがう」「集中でできやんやろ」と
返ってきた。運転手さんが，いつも集中して運転して
いることを，子どもたちは再確認することができた3
また，ふゆが運転手役をし，お年寄りが乗ってきたと
ころを劇化した場面でも，運転手さんは後ろを見なが
ら運転するのではなく， ミラーを見ながらマイクで話
していることに気付きを深めることができた。さらに，
りかが，ふゆに続いて，運転手さんがミラーを見なが
ら運転している写真を見せながら説明したことで，運
転手さんがミラーを見ていることが，より詳しくみん
なに伝えることができ，効果的であったと考える。
運転手さんの仕事を発表するに至るまでには，子ど
もたちはバスに少なくとも 4回は乗っている。日頃通
学に使っていない子どもたちも，単元のはじめは，み
んなの話していることが分からないといった表情をみ
せていたが，バスに乗りに行く度に，発見したことや
ハテナも進んで発表できt¼ また，バスの中にはどん
なものがあったかを確かめに行くことからスタートし
たが，何度もバスに関わりにハテナを出し調べる活動
を繰り返すことで，高い位置につけられている降車ボ
タンの理由，優洗理席が違う色をしていることとその
理由など，バスの設備の工夫や運転手さんの思い等に
迫ることにもつながっていった。
5 成果と課題
Tさんのおかげで「優先席はなぜ色がちがうのか」と
か「バス停の時間といっしょにするためにはどうするの
か」とか教えていただきありがとうございます。乗り方の
ことでは，一つでもいすが空いているとすわらないとい
けないとか，今ではわからない子には教えてあげてい
ます。これからは，バスの中で大きい声でしゃべらない
とかお年よりの人が来たらせきをゆずることにします。
思ったことは，バスの中ばいろいろなものがあって，
はじめてのったときにびっくりしました。
Tさんに聞いてバスのいろいろなことがわかりました
たとえば運転手さんがボタンをおすとドアが開いたりし
まったりとかおきゃくさんが降車ボタンをまちがえてお
してしまったときリセットボタンでけしてくれることです。
ぼくは，バスをつかって学校に行っていないけど，もし
バスにのったときにそのバスのルールをまもりたいで
す。
Tさんに教えてもらってわかったことはバスの絵のと
ころがシールでできているのがわかってうれしかったで
す。そして，べんきょうしてわかったことは，つりかわの
ことです。なぜかというと優先せきのところだけ真っ黄
色にしているのがべんきょうできました。のり方のことは，
さいしょばあまりお年よりにせきをゆずれなくて．ゆう
先せきのことを知ってせきをすごくゆずるようになりまし
た。Tさん教えてくれてありがとうございました。これから
もバスのマナーをきっちりやりたいと思います。
上記の文は，単元の最後に，営業所に質問に行った
時にお世話になったWバスのTさんに書いたお礼の手
紙である。子どもたちが，バスそのものや運転手さん，
バス会社のTさんに関わり，いつも利用するバスに新
たな気付きがあった喜び，また，新たなことを知って，
バスの乗り方を見直してみようと自分なりに思った子
どもたちの姿が読み取れる。そのことからも，今回の
実践では，対象（バス ・運転手，携わる人々）に何度
も関わり，見つけたことを伝え合うことで，子どもた
ちには，新たな課題や具体的な気付きが生まれ，自分
たちの生活に生かしていこうとする姿が見られるよう
になったといえるであろう。しかし，支援の具体的な
在り方等においては 他にも方法が考えられる。今後
の課題としたい。
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